
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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●「みなみそうまトピックス」から

●交流ルームひばり通信

●被災自治体News

●三条市News

1月13日発行

Vol.529

２ページをご覧ください。

令和4年南相馬市成人式が南相馬市民文化会館で、感

染対策を講じながら開催されました。

新成人346人が参加し、随所で友人との再会を喜び

合う様子が見られました。

９１ 日

●新潟県



被災自治体News
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９
１ 日

1月9日に、令和4年南相馬市成人式が南相馬市民文化会館で、感染対策を講じながら開催さ

れました。

新成人346人が参加し、随所で友人との再会を喜び合う様子が見られました。

式典では、東日本大震災の犠牲者の方々に黙とうを捧げたほか、新成人を代表して安藤禎基

（あんどうよしき）さんが成人の誓いを発表しました。

閉式後は、中学校時代の写真や恩師のメッセージがスクリーンに映しだされました。

また、ロビーには、新成人の皆さんが小学校時代にタイムカプセルに入れた思い出の品々が

置かれ、懐かしそうに手に取る姿がみられました。



被災自治体News

９
１ 日

1月9日、小高区の貴船神社において東日本大震災後初となる火伏せ祭りが行われました。

11年ぶりに復活した祭りでは、神楽の奉納やお札をたき上げる「どんと焼き」などが行わ

れ、集まった住民が今年一年の無火災を願いました。

７
１ 金

1月7日、原町保健センターの駐車場に県初となる新型コロナPCR検査センターがオープン

し、開所式が執り行われました。

開所式では、木下グループPCR検査センター代表取締役社長の田中氏をはじめとした関係者

の挨拶やテープカットが行われました。

式典終了後、早速予約していた人たちがPCR検査を受けていました。

浜通り×さんじょうライフvol.529 3



被災自治体News

６
１ 木

市内で感染症の再拡大が懸念されることから、「南相馬市新型コロナPCR検査センター」の

正式オープンに先駆けて、1月6日に希望者に対して先行検査を実施しました。

当日は、事前に電話予約した市民が原町保健センターを訪れ、職員の指示を受けながら、

PCR検査キットを使用して、検体の採取を行っていました。

南相馬市からのお知らせ

第5回南相馬市長選挙

1月13日HP更新

第5回南相馬市長選挙は、次のとおり執行します。

告示日：1月13日（木）

投票日：1月23日（日）

投票できる方

●年齢要件 平成16年1月24までに生まれた方

●住所要件 令和3年10月12までに南相馬市に転入届を出され、引き続き市内に住んで

いる方

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 0244-24-5285TEL

三条市で不在者投票をする方

１３ページをご覧ください。

浜通り×さんじょうライフvol.5294
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孤独・孤立ウェブサイトの公開について

1月13日HP更新

新型コロナウイルスの感染拡大の影響等により、孤独・孤立に悩んでいる方の増加が懸

念される中、内閣官房孤独・孤立対策担当室がホームページを新設しましたのでお知らせ

します。

内閣官房孤独・孤立対策担当室ホームページ「あなたはひとりじゃない」

https://notalone-cas.go.jp/

コンテンツ

孤独・孤立で悩みを抱えている方向けの各種支援制度や相談先について、自動応答に

より案内するチャットボット

よくあるご質問とそれへの回答や、専門家からの悩みを抱えている人への情報

野田大臣からのメッセージ など

問い合わせ こども未来部 こども家庭課 こども総合相談室 0244-24-5407TEL

被災自治体News
避難指示区域別居住状況（令和3年12月31日現在）

1月12日HP更新

旧避難指示区域内の小高区および原町区の居住人口は、12月31日現在で4,360人と

なり、同区域内の住民登録人口（7,467人）に占める居住率は58．4パーセントになり

ました。

旧避難指示区域内の住民登録人口と居住人口の推移(12月31日現在)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkousuii_031231.pdf

避難指示区域別の世帯数と人口(12月31日現在)

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkou_031231.pdf

問い合わせ 復興企画部 被災者支援課 被災者支援係 0244-24-5223TEL

https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkousuii_031231.pdf
https://www.city.minamisoma.lg.jp/material/files/group/11/kyojyujinnkou_031231.pdf
https://notalone-cas.go.jp/


被災自治体News

冨樫復興副大臣町内視察 12月23日

つなぐデザインプロジェクト最終報告会 12月25日

冨樫博之復興副大信が双葉町内を視察されました。

伊澤町長は冨樫副大臣に復興状況を説明しながら、復興が進むJR双葉駅周辺、駅西側の住宅造成状

双葉町産業交流センターにおいて双葉町「環境再生」デザインプロジェクト最終報告会が開催され

ました。

このプロジェクトは、環境省のプロジェクトの一環として行われ、郡山女子大学短期大学部の学生

が双葉南小、北小の校舎に残されていた紅白幕とカーテンを再利用し、町の新成人への記念品として

フレックスジャパンの協力のもとで巾着袋やペンケースなどを制作し、１月３日に挙行される町の成

人式において成人者に贈呈する取り組みです。

伊澤町長は「双葉町のためにこのような取り組みを進めていただき、誠に感謝いたします。今回の

取り組みが双葉町のことを広く知ってもらうきっかけとなり、更なる町の活力に繋がっていくと思い

ます」とあいさつしました。

況、中野地区復興産業拠点、産業交流センターなどを見ていただ

きました。

そして、「双葉町は被災自治体の中で唯一全町避難が続いてい

る町であり、本日ご視察いただいたのは復興が進んでいる一部分

であり、まだまだ特定復興再生拠点区域外の手付かずの所が多く

を占めております。町復興のために継続した支援をお願いしま

す」と要望しました。

双葉町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.5296



被災自治体News

東京電力福島第一原子力発電所を視察 12月17日

派遣元自治体訪問 12月20日

浜通り×さんじょうライフvol.529 7

双葉町と職員の人事交流を行っている茨城県かすみがうら市を訪問しました。

伊澤町長は坪井透市長と面会し、町の復興に役立てるために人事交流を通して学ばせていただいて

いることに対して感謝の言葉を述べ、双葉町の現状について説明しながら今後の継続についてもお願

いしました。

東京電力(株)福島第一原子力発電所を視察し、廃炉の実施状況などについて確認しました。

伊澤町長は、徳永副町長ほか管理職職員とともに、東京電力職員から事故当時の状況や現在の廃炉

の状況について説明を聞いた後、１～４号機の原子炉建屋外観俯瞰(ふかん)エリアや処理水放出関連

５、６号ヤード、双葉町造成エリア、増設多核種除去設備などを視察しました。

行政区長会を開催 12月13日

いわき事務所において行政区長会を開催しました。伊澤町長のあいさつに続き、令和３年度町政懇

談会の概要について、ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊（準備宿泊）について担当課から

説明し、引き続き内閣府原子力

被災者生活支援チームから帰還

困難区域の復興・再生に向けた

取り組みについて説明がありま

した。

説明終了後、区長の皆さんと

意見交換を行いました。



被災自治体News

風とロックキャラバン福島 12月4日

いわき・まごころ双葉会から要望書 12月13日

いわき・まごころ双葉会（横山勝朗会長）から役員３人がいわき事務所を訪れ、伊澤町長に避難者

支援の継続に関する要望書が提出されました。

県内５９市町村を回り、ふるさとの魅力を発信するイベント「風とロックCARABAN福島」が産

業交流センターで開催され、地域文化をテーマにしたトークショーや音楽ライブが行われました。

トークショーでは、伊澤町長をはじめ２人の方がクリエイティブディレクターの箭内道彦さんと意

見を交わしました。

常磐自動車道ほか建設促進に関する要望活動
12月3日

常磐自動車道と東北中央自動車道、磐越自動車道のうち、２車

線の対面通行で暫定的に運用している区間の４車線化の早期実現

に向けて、伊澤町長は、内堀雅雄福島県知事、室井照平会津若松

市長、門馬和夫南相馬市長、古川庄平会津坂下町長とともに、国

土交通省、復興庁、自由民主党、東日本高速道路（ネクスコ東日

本）に早期整備を要望しました。

要望内容は、医療費の減免、

高速道路無料化の措置の延長に

ついてです。

伊澤町長は「政府には強く要

望しております。双葉町はいま

だに全町避難は続いております

ので、今後も要望を継続して行

ってまいります」と述べました。

伊澤町長は、全町避難が継続

している現状を踏まえ、「戻っ

てきて良かったと思える町を目

指し、新しいまちづくりのため

に最先端の町をイメージして取

り組みたい」と話しました。

浜通り×さんじょうライフvol.5298



被災自治体News

双葉地方町村会中央要望活動 12月2日
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双葉地方町村会が双葉郡の復興・再生に向けた支援を求め、中央要望活動を行いました。

復興庁、経済産業省、文部科学省、環境省、自由民主党復興加速化本部、厚生労働省を訪問、大臣

等に避難地域の復興に必要な財源の確保、国際教育拠点の整備、

帰還困難区域の取り扱い、風評・風化防止対策の強化、原子力発

電所の事故の収束と住民への迅速かつ正確な情報提供、福島イノ

ベーションコースト構想の着実な実現、双葉地方の教育環境の整

備・充実、双葉地方の地域医療体制等の再構築、避難者に係る国

民健康保険、介護保険の支援制度の継続、新型コロナウイルス感

染症への対応について強く要望し、要望書を手渡しました。

双葉町民の避難状況（12月31日現在）

【都道府県別】(福島県外) 【福島県内市町村別】
都道府県 人 数

北海道 12

青森県 18

岩手県 11

宮城県 240

秋田県 13

山形県 18

茨城県 453

栃木県 154

群馬県 35

埼玉県 763

千葉県 168

東京都 356

神奈川県 165

新潟県 125

富山県 11

石川県 11

都道府県 人 数

福井県 2

山梨県 14

長野県 13

岐阜県 7

静岡県 26

愛知県 13

三重県 1

滋賀県 1

京都府 12

大阪府 7

兵庫県 3

奈良県 1

和歌山県 -

鳥取県 -

島根県 14

岡山県 4

都道府県 人 数

広島県 3

山口県 1

徳島県 -

香川県 -

愛媛県 5

高知県 -

福岡県 7

佐賀県 3

長崎県 5

熊本県 1

大分県 5

宮崎県 2

鹿児島県 12

沖縄県 4

国外 6

合計 2,725

市町村 人 数

福島市 240

会津若松市 41

郡山市 652

いわき市 2,138

白河市 178

須賀川市 67

喜多方市 7

相馬市 55

二本松市 16

田村市 13

南相馬市 263

伊達市 12

本宮市 43

桑折町 5

川俣町 1

大玉村 11

市町村 人 数

鏡石町 14

天栄村 3

下郷町 2

只見町 2

南会津町 0

猪苗代町 1

会津坂下町 12

会津美里町 3

西郷村 31

泉崎村 8

中島村 2

矢吹町 24

棚倉町 12

塙町 7

石川町 1

平田村 4

避難者総数

6,700

(前月 6,707)

(前月 3,980)

(前月 2,727)

市町村 人 数

三春町 30

小野町 1

広野町 37

楢葉町 9

富岡町 8

川内村 3

大熊町 4

浪江町 5

葛尾村 2

新地町 8

合計 3,975



ワクチン・検査パッケージ等のための
PCR検査所について

民間薬局で検査を受ける際の注意事項（PDF）

https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/297716.pdf

■検査の趣旨

健康理由などによりワクチン接種ができない方などを対象に、感染拡大を防止しながら、

日常生活や経済社会活動の継続を可能とすることを目的として、PCR検査所を設置します。

また、感染不安を感じる無症状の県民の方についても無料検査の対象とします。（令和4

年1月31日までを予定）

※ワクチン検査パッケージとは

新型コロナウイルス感染症対策と、日常生活の回復や社会経済活動継続の両立に向けて、

将来の緊急事態宣言やまん延防止等重点措置などの下においても、飲食店やイベント主催者

などが利用者のワクチン接種歴または検査結果の陰性を確認することにより、感染リスクを

抑えながら、飲食やイベント、人の移動などさまざまな行動制限を緩和するための制度です。

次ページへ続きます

浜通り×さんじょうライフvol.52910

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kanyaku/pcrppackagelist.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kanyaku/pcrppackagelist.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/297716.pdf
https://vtp-niigata.com/
https://vtp-niigata.com/
https://nagaoka-vtp.com/
https://nagaoka-vtp.com/
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■検査対象者

次のいずれかに該当する方が対象となります

(1)ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業

イベント参加などで事業者等からワクチン接種証明や検査結果陰性の確認を求められてい

る次に掲げる無症状の方

・基礎疾患など健康上の理由によりワクチン接種を受けられない方

・12歳未満の子ども

(2)感染拡大傾向時の一般検査事業

感染不安を感じる県内在住の方（ワクチン接種歴の有無は問いません）

※有症状の方は、これまでと同様、かかりつけ医や新潟県新型コロナ受診・相談センターに

ご相談ください。

■開設期間

令和3年12月29日～令和4年3月31日

※検査予約などの手続きは各会場の情報をご確認ください。

■設置場所等

当日現地受け付けも可能ですが、各日回数に上限があるため、事前にホームページからの

予約、または電話での確認をお勧めします。

(1)新潟県ワクチン・検査パッケージ等ＰＣＲ検査所（ＰＣＲ検査）

(2)薬局（76カ所）（ＰＣＲ検査、抗原定性検査）

県内の薬局76店舗 ※受付時間は、各店舗の調剤営業時間となります。

検査実施事業者一覧（PDF）

https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/life/455242_1114331_misc.pdf

■費用

無料

会場 設置場所 受付時間

新潟会場
新潟市中央区花園1-1-14
「にいがたＰＣＲ検査センター」

午前9時～午後4時
・午前9時～11時30分
・午後0時30分～4時

長岡会場
長岡市台町2-8-35
ホテルニューオータニ長岡
ショッピングアーケード パティオ内1階

午前9時～午後4時30分
・午前9時～11時30分
・午後0時30分～4時30分

問い合わせ 新潟県医療調整本部 地域外来検査グループ 025-256-8474TEL

https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/life/456072_1117143_misc.pdf


交流ルームひばり通信

・配布期限 １月２３日(日)

・配布場所 交流ルーム「ひばり」

・配布対象 家族１人につき １袋（5kg）

※申し訳ございませんが、お届けはできません。

※期間内に受け取れない場合は、「ひばり」まで

ご相談ください。

※ご連絡がないまま期限を過ぎてしまったお米は、

適切な方法で有効に使わせていただきますので、

ご了承ください。

★☆★☆ お願い ☆★☆★

お越しの際は、

マスク着用をお忘れなく‼

また、お子さんは

お連れにならないでください。

問い合わせ 交流ルーム「ひばり」 TEL ０２５６-３３-８６５０

お配りした引換券を

必ずご持参ください。

12月31日現在

問い合わせ 県民生活課 広域避難者支援係 025-282-1732TEL

市町村 人 数

新潟市 829

長岡市 185

三条市 62

柏崎市 481

新発田市 141

小千谷市 7

加茂市 9

十日町市 13

見附市 15

村上市 48

市町村 人 数

燕市 52

糸魚川市 3

妙高市 5

五泉市 16

上越市 24

阿賀野市 32

佐渡市 23

魚沼市 2

南魚沼市 5

胎内市 28

市町村 人 数

聖籠町 -

弥彦村 7

田上町 -

阿賀町 -

出雲崎町 -

湯沢町 7

津南町 -

刈羽村 22

関川村 -

粟島浦村 -

合 計 2,016

■市町村把握分

区 分 人 数

1 公営住宅・雇用促進住宅等 5

2 借上げ仮設住宅 32

3 賃貸住宅･持家･親戚知人宅等 1,979

1+2+3（市町村把握分） 2,016

4 病院 0

5 社会福祉施設 5

合 計 2,021

(前月 2,067) (前月 2,072)
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三条市News

手続方法

①投票用紙一式を請求する。
南相馬市選挙管理委員会から届く「不在者投票用紙請求書」に必要事項を記入し、返信用

封筒に入れて郵送してください。

②投票用紙一式を受け取る。
南相馬市選挙管理委員会から「投票用紙、投票用封筒

（内封筒と外封筒）、不在者投票証明書」が届きます。

③三条市選挙管理委員会で投票する。
受け取った封筒一式を持参して投票してください。

南相馬市の投票所(期日前投票所を含む)で投票する方は、請求しないでください。
請求してからは、南相馬市の投票所で投票することができなくなる場合があります。

証明書の開封や投票用紙への事前記入は
絶対にしないでください。

投票ができなくなります。

問い合わせ 三条市選挙管理委員会事務局 0256-34-5594（直通）TEL

１月２３日（日）投開票

●期 間 １月１４日（金）～２１日（金） ※土・日を除く

●時 間 午前8時30分～午後５時３０分

●場 所 三条市選挙管理委員会事務局（三条市役所三条庁舎3階）

不
在
者
投
票

三条市役所三条庁舎

正面玄関

・正面玄関のエレベーターを
ご利用ください。

・３階で降りて左側へ進んで
ください。行政課内にあり
ます。

投票済みの用紙を南相馬市に郵送する必要があ
ります。投票日までに届くよう、早めの投票を
お願いします。

浜通り×さんじょうライフvol.529 13



市町村名 世帯数 人数

小高区 15 37

原町区 3 3

南相馬市 計 18 40

浪江町 3 10

双葉町 1 3

郡山市 5 9

合 計 27 62

三条市に避難している
世帯数と人数(2022.1.13現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511
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交流ルームひばり通信

１月の『ひばり』
日 月 火 水 木 金 土

１４ １５

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

ひばり休み ひばり休み
記念誌作成
打ち合わせ

ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

ひばり休み ひばり休み ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）
運営：さんじょう∞ふくしま「結」の会

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開設時間] 日・水 午前10時～午後1時

※さんじょう∞ふくしま「結」の会

避難者と三条市のボランティアの有志で組織している団体で、「交流ルームひばり」の運営を無償で

行っています。「交流ルームひばり」へお気軽にお立ち寄りください。




